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そ
の
大
蔵
経
開
版
事
業
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
関
係
に

つ
い
て
ー

矢

崎

正

見

は

し

が

き

チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

の
開
版
に
関
し
、
特
に
明
朝
治
下
に
中
国
本
土
で
そ
の
開
版

を
見
た
と
い
わ
れ
る
永
楽

・
万
暦
両
版

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
雕
版

の
経
緯
な

ら
び
に
実
態
等
に

つ
い
て
、
な
お
、
歴
史
的
究
明
を
な
す
べ
き
多
く

の
問
題
を
含

ん
で
い
る
。

明
代
の
大
蔵
経
開
版
事
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
時
代
に
は
漢
訳
蔵
経

の
雕

版
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
南
蔵

・
北
蔵

・
武
林
蔵

・
嘉
興
蔵
と
、
太
祖
即
位
の
洪
武

元
年

(
=
二
六
入
年
)
か
ら
明
末
永
明
王
の
永
暦
十
五
年

(
一
六
六

一
年
)
ま
で

の
三
百
年
間
に
、
前
後
四
回
に
わ
た

っ
て
こ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
間
、
前
述
の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
開
版
も
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
何
故
に
、
こ
の
よ
う

に
頻
繁
に
大
蔵
経

の
開
版
と
い
う
大
事
業

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
実
態

は
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
特
に
前
記
四
版

の
漢
訳
蔵
経

の
開
版
と
、
永
楽

・
万
暦
両
版
の
チ
ベ
ッ

ト
蔵
経

の
開
版
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
代
に
お
け
る
永
楽

・
万
暦
両
版
中
、
特
に
永
楽
版
雕
版
の
実
態
を
究
明
す
る

一
助
と
し
て
、
本
稿
に
あ

っ
て
は
、
上
記
の
周
題
点
を
、
明
代
仏
教
の
特
色
、
明

朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
渉
、
十
四
世
紀
中
葉
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
の
チ
ベ
ッ

ト
の
状
況
、
同
期
に
お
け
る
漢
蔵
蒙
三
民
族
の
関
係
等
を
中
心
と
し
て
探
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

一

宋
元
明
三
朝
に
よ
る
大
蔵
経

の
開
版
事
業

宋
代
・
:
・宋
朝
は
そ
の
建
国
溺
太
祖
の
建
隆
元
年

(九
六
〇
)
に
お
け
る
北
宋

の

興
起
に
は
じ
ま
り
、
欽
帝
靖
康
元
年

(
一
一
二
七
)
に
宋
室

の
南
遷
が
行
わ
れ
、

同
じ
く
、
こ
の
年
が
南
宋
の
高
宗
代
、
建
炎
元
年
に
当
り
、
以
後
、
南
宋
末

の
衞

王
の
祥
興
二
年

(
一
二
七
九
)
ま
で
、
南
北
併
せ
て
約
三
二
〇
年
間
に
わ
た
る
治

世
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
百
余
年
間

の
宋
代
仏
教

の
特
色

の

一
つ
と

し
て
、
大
蔵
経
の
開
版
事
業
が
数
度
に
亙

っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存

の
経
録
等
に
名
を
留
め
る
大
蔵
経
目
録
中

宋
代
の
選
出
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、

次
の
十
二
録
を

列
挙
す
る
こ
と
が

出
来

る
。

O

蜀
版
大
蔵
経
目
録

北
宋
太
平
興
国
入
年

(九
入
三
)
頃
の
勅
版
。
唐

の
智
昇
選
、
開
元
釈
経
録

入
蔵
録
所
載
の
部
帙
を
収
め
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
せ
ず
。

(1>
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◎
大
中
祥
符
法
宝
録

二
十
二
巻
、
北
宋
大
中
祥
符
六
年

(
一
〇

一
三
)
、
ま
た
は
同
入
年
、
楊
億
等

奉
詔
選
。
宋
の
太
平
興
国
七
年

(九
入
二
)
よ
り
同
大
中
祥
符
四
年

(
一
〇

=

)
ま
で
の
二
十
九
年
間
に
訳
出
さ
れ
た
経
典
を
類
別
し
、
大
乗
経
、
大

乗
律

・
大
乗
論

・
小
乗
経

・
小
乗
律
の
五
部
と
し
、
計
二
〇
〇
部
、
三
八
四

巻
を
録
し
た
も
の
。

㊨
天
聖
釈
経
録

二
帙
、
若
干
巻
。
北
宋
天
聖
五
年

(
一
〇
二
七
)
、
惟
浄
選
。
至
元
法
宝
勘
同

総
録
第
二
巻
所
載
で
、
総
計
六

一
九
七
巻
を
所
収
。

四
景
祐
新
修
宝
録

・

二
十

一
巻
、
北
宋
景
祐
三
年

(
一
〇
三
六
)
な
い
し
四
年
、
呂
夷
簡
等

の
奉

詔
選
。
大
中
祥
符
四
年

(
一
〇

=

)
よ
り
景
祐
四
年

(
一
〇
三
七
)
ま
で

の
二
十
七
年
間
所
出
の
新
訳
諸
経
典
類
を
大
乗
経

・
大
乗
律

・
小
乗
経

・
小

乗
律
等
に
ま
と
め
て
、
計
十
九
部
、

一
五
〇
巻
と
し
て
収
め
た
も
の
。

㈲
福
州
東
禅
等
覚
院
板
大
蔵
経
目
録

宋
崇
寧
二
年

(
一
一
〇
三
)
頃
の
私
版
。
約

一
四
五
〇
部
、
五
九
五
函
所
収

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
存
せ
ず
。

㈹
福
州
開
元
寺
板
大
蔵
経
目
録

南
宋
紹
興
二
十

一
年

(
一
一
三
二
)
頃
の
私
版
。
約
五
六
四
函
所
収
と
さ
れ

る
も
、
現
存
せ
ず
。

㈹
安
吉
州
思
渓
法
宝
資
福
禅
寺
大
蔵
経
目
録

二
巻
、
南
宋
紹
興

(
一
=
一二

i

六
二
)
以
後
の
私
版
。
開
元
入
蔵
に
か
か

わ
る
も
の
は
そ
の
分
類
、
開
元
寺
目
録
に
同
じ
。
続
入
蔵
に
は
分
科
を
も
う

け
ず
、

一
四
六
四
部
、
五
九
九
函
を
収
め
る
。

㈹
平
江
府
磧
砂
延
聖
院
新
雕
経
律
論
等
目
録

二
巻
、
南
宋
の
端
平
元
年

(
二

一三
四
)
に
か
か
る
私
版
。
分
類
法
は
高
麗

の
大
蔵
経
目
録
に
同
じ
で
、

一
四
二
九
部
を
五
四
八
函
に
収
め
る
。

ま
た
、
同
代
に
お
け
る
高
麗

・
遼
等
の
開
版
と
し
て
、

㈹
契
丹
板
大
蔵
経
目
録

遼
興
宗
代

(
一
〇
三

一
ー
五
五
)
の
勅
版
。
遼
の
開
版
に
か
か
る
も
の
で
、

五
七
九
帙
よ
り
な
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
存
せ
ず
。

㈲
高
麗
初
雕
板
大
蔵
経
目
録

高
麗
帝
顕
宗
代

(
一
〇

一
〇
1
三

一
)
頃
の
勅
版
。
蜀
板
大
蔵
経
目
録
と
同

じ
と
い
わ
れ
る
溝
、
現
存
せ
ず
。

㊤
広
勝
寺
大
蔵
経
簡
目

宋
蔵
遺
珍
叙
目
所
収
、
金
の
煕
宗

・
帝
亮

・
世
宗
時
代
(
一
一
三
五
i
八
入
)

に
解
州
天
寧
寺
に
お
い
て
創
雕
さ
れ
た
大
蔵
経

の
仮
目
録
。

街
大
蔵
経
目
録

高
麗

の
高
宗
三
十
五
年
(
一
二
四
八
)
の
勅
版
。
そ
の
分
類
法
は
安
吉
目
録
に

準
じ
、
計

一
五
二
四
部
、
六
五
五
入
巻
を
六
二
入
函
に
収
め
る
。

さ
ら
に
、
大
蔵
経
そ
の
も

の
の
開
版
事
業
と
し
て
、
次
の
ご
と
き
も
の
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
る
。

O
蜀
板
大
蔵
経

暦
宝
四
年
(九
七

一
)、
太
祖

の
命
に
よ
り
、
張
従
信
が
蜀
の
成
都
で
そ
の
雕

造
を
開
始
し
、
太
宗

の
太
平
興
国
八
年

(九
八
三
)
ま
で
の
十
二
年
間
を
費

し
て
完
成
し
た
も
の
。
所
収
経
論
総
巻
数
五
千
余
巻
。

(2)
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口
東
禅
寺
版
大
蔵
経

ま
た
福
州
版
と
も
い
い
、
北
宋
の
神
宗
代
、
元
豊
三
年

(
一
〇
八
〇
)、
福
州

の
東
禅
寺
の
慧
空
大
師
沖
真
に
よ

っ
て
企

て
ら
れ
た
私
版
出
版
。
慧
空

の
弟

子
に
よ
っ
て
そ
の
開
版
事
業
は
受
継
が
れ
、
徽
宗

の
崇
寧
三
年
(
=

〇
四
)

に
至
る
二
十
四
年
間
を
費
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
政
和
二
年

(
一
=

二
)

ま
で
に
新
訳
天
台
章
疏
を
追
雕
し
て
完
成
し
た
も
の
。
全
六
千
余
巻
。

匐
開
元
寺
版

ま
た
福
州
版
、
閲
本
、
越
本
。
北
宋

の
黴
宗
代
、
政
和
二
年
(
=

一
二
)、

福
建
省
開
元
寺
お
い
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
悟

・
本
明
等

の
人
々
に
よ

り
、
南
宋

の
高
宗
紹
興
十
六
年

(
=

四
六
)
に
至
る
ま
で
、
前
後
四
十
年

間
を
費
し
て
完
成
し
た
も
の
。
後
、
孝
宗
代
、
乾
道
入
年

(
一
一
七
二
)
に

紹
玉
が
禅
宗
部
を
加
え
て
六
千
有
余
巻
と
し
た
。

㈲
思
渓
版

宋
版
と
も
い
い
、
天
台

の
浄
梵
、
禅

の
懐
深
等
に
よ

っ
て
湖
州
思
渓

(浙
江

省

の
呉
興
県
)

の
円
覚
禅
院
に
お
い
て
、
王
永
従
等
の
施
財
に
よ
・っ
て
雕
印

さ
れ
た
私
版
。
南
宋
の
高
宗
代
、
紹
興
二
年

(
一
=
三

一)
前
後
の
開
版
。

北
宋
か
ら

南
宋
に
わ
た
る
も
の
で
六
千
巻
。

こ

の
思
渓
版
に
は
二
種
あ

っ

て
、
円
覚
寺
版
と
は
別
に
、
思
渓

の
法
宝
資
福
寺
版
五
七
四
〇
巻
、
円
覚
寺

版
よ
り
約

一
〇
〇
年
後
に
開
版
さ
れ
、
増
補
追
雕
と
い
わ
れ
る
。

㈲
磧
砂
版

南
宋
の
理
宗
代
、
紹
定
四
年

(
一
二
三

一
)
頃
、
尼
弘
道
等
の
発
願
に
よ

っ

て
、
江
蘇
省
平
江
府
磧
砂
延
聖
寺
に
お
い
て
開
版
さ
れ
、
以
後
、
元
代
ま
で

続
け
ら
れ
、
総
数
六
三
六
二
巻
。

以
上
の
ご
と
く
、
宋
代
に
あ

っ
て
は
大
蔵
経

の
雕
版
は
頻

る
盛
ん
に
行
わ
れ
た

が
、
後
述
の
ご
と
く
、
宋
代
大
蔵
経
開
版

の
盛
業
が
後
の
明
代
に
お
け
る
蔵
経
開

版
事
業
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
、
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

元
代
・:
・前
代

の
宋
朝
が
大
蔵
経

の
目
録
編
纂

・
開
版
の
事
業
を
盛
大
に
行

っ
た

の
に

対
し
て
、

元
朝
の
そ
れ
に
つ
い
て
は

特
に

見
る
べ
き
も
の
が
な
か

っ
た
。

本
来
、
元
朝

の
統
治
は
世
祖
ク
ビ
ラ
イ

(O
o⊆
げ
団寓
"
忽
必
烈
、

一
二
六
〇
ー
九

四
)
が
中
統
元
年

(
=

一六
〇
)
、
南
宋
を
併
呑
し
て
、

中
国
統

一
を
行

っ
て
か

ら
、
以
後
、
元
朝

の
第
十
代
、
そ
の
最
後
の
皇
帝
順
帝
が
明
の
将
軍
徐
達
等
に
よ

っ
て
北
に
追
わ
れ
る
ま
で
百
余
年
に
わ
た
る
に
過
ぎ
ず
、
宋
朝

の
統
治
期
間

の
三

分

の

一
で
あ

っ
た
。
こ
の
元
朝
代
に
お
い
て
、
大
蔵
経

の
開
版
等
に
関
す
る
事
蹟

と
し
て
、
"
仏
祖
歴
代
通
載
"
巻
第
二
十
二
、
「世
祖
弘
教
玉
音
百
段
」
中

の
記
載

に
よ
る
と
、

帝
命

二
咼
僧
噛

重
整
二
大
蔵
一
分
二
大
小
乗
噛

再
標
二芳
号
↓

遍
布
二
天
下
一。
:

:
帝
印
ご大
蔵
三
十
六
蔵
↓
遣
レ使
分
賜
、
皆
令
レ得
レ瞻
二仏
目
殉
・
:
・弘
法
寺
蔵

経
板
歴
レ年
久
遠
。
命
二諸
山
師
徳
↓
校
二
正
訛
謬
↓
鼎
新
厳
飾
、
補
足
以
伝
二無

窮
一
(正
蔵
第
四
十
九
巻
史
法
部

一
、
七
二
四
中
)
。

帝
見
三
西
僧
経
与
二漢
僧
経
数
↓

音
韻
不
レ同
。
疑
二其
有
ワ異
、

命
ご両
土
名
僧
一

対
弁

コ

無
・羞

雷

攀

疑
滞
含

決
開
齶

驍

(正
蔵
同
共

七
二

四
下
)
。

等
と
あ
り
、
世
祖
は
飜
訳
経
典

・
蔵
経
に
対
す
る
関
心
強
く
、
大
蔵
経
三
十
六
蔵

を
印
行
さ
せ
、
諸
国
に
こ
れ
を
頒
布

し
、
ま
た
、
弘
法
寺
板
蔵
経

の
改
訂
を
行

い

特
に
漢
蔵
両
経
典
の
対
同
を

目
的
と
し
て
、
"
至
元
法
宝
勘
同
目
録
十
巻
"
の
編

(3)
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纂
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

"
至
元
録
"
は
そ
の
巻
第

一
の
前
文

(正
蔵
別
巻
昭
和

法
宝
総
目
録
第
二
巻

一
入
○
中
)
に
よ
る
と
、
至
元
二
十
四
年
(
一
二
入
七
)、
慶

吉
祥
他
二
十
入
人
に
よ
る
選
述
で
あ
る
が
、
そ
の
編
纂

の
趣
旨
は
世
祖
が
仏
典

の

未
流
通
と
飜
訳
の
不
備
に
思
い
を
い
た
し
、
釈
教
総
統
、
合
台
薩
里
に
命
じ
、
パ

ク
パ

(出
b
び
g。
αq
°・も
P

抜
合
思
入

・
一
二
三
五

・
九
ー
入
○
)
の
高
弟
葉
嗹

・
西

蔵

の
板
底
答
、
尾
麻
羅
室
利

・
畏
兀
児

(回
鶻
)
の
斎
牙
答
思

・
慶
吉
祥

・
翰
林

院
承
旨
、
安
蔵
等
を
大
都
に
集
め
て
、
至
元
二
十
二
年

(
=

一八
五
)
の
春
か
ら

同
四
年
夏
に
至
る
ま
で
の
三
か
年
間
を
費
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経

典
目
録
と
し
て
の
特
色
は
、
経
典
梵
名

の
明
ら
か
な
る
も
の
は
そ
れ
を
漢
字
に
音

写
し
て
附
し
て
あ
る
こ
と
と
、
チ
ベ
ッ
ト
目
録
と
対
照
し
て
そ
の
有
無
を
附
し
て

い
る
点
に
存
す
る
。
な
お
、
そ
の
序
に
、

大
元
天
子
、
仏
身
現
ご世
間
↓

仏
心
治
二
天
下
叩

万
幾
暇
余
討
ご論
教
典
嚇
与
ニ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

帝
師

一
語
。

詔
ご
諸
講
主
↓

以
二
西
蕃
大
教
目
録
↓
対
勘
二
東
土
経
蔵
部
帙
之

有
無
、
巻
軸
之
多
寡

一:
:
(正
蔵
別
巻
同
上
、

一
入
○
上
)

と
あ
る
が
、

こ
こ
に
い
う

西
蕃
大
教
目
録
は
、

時
代
的
に
プ
ト
ン

(bd
午
ω8
P

一
二
九
〇
1

=
二
六
四
)
以
前
の
こ
と

で
も
あ
り
、
何
を
指
す
か
は
究
明
す
べ
き

問
題
で
あ
る
が
D
、
と
も
か
く
も
、
元
代
に
お
い
て
、

大
蔵
経
に
関
す
る
史
実
と

し
て
は
、
右
の

"
至
元
録
"
の
編
纂
以
外
に
、
殆
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。

明
代
・
:
・明
朝
の
治
世
は
上
述
の
ご
と
く
、
一
三
六
入
年
、明
の
太
祖
洪
武
帝

の
即

位
に
は
じ
ま
り
、
南
明
の
末
帝
永
明
王
永
暦
帝
が

一
六
六
二
年

(清
の
康
熙
元
年
)

四
月
、
昆
明
で
殺
さ
れ
る
ま
で
二
九
四
年
に
わ
た
る
が
、
こ
の
間
、
大
蔵
経

の
雕

版
事
業
は
前
後
四
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第

一
回
は
い
わ
ゆ

る
南
蔵
の
開
版
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
太
祖
、
明
初
代

の
皇
帝
洪
武
帝

の
命
に

よ

っ
て
、
洪
武
年
間

(
=
二
六
入
-
九
入
)、

太
祖

一
代

の
間
に
道
成
、

一
恕
等

に
よ

っ
て
開
雕
さ
れ
た
も
の
で
、
全
六
三
三

一
巻
に
及
ん
だ
。
南
方
の
金
陵

(南

京
)
の
宝
庫
に
そ
の
版
木
が
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
般
に
南
蔵
に
呼
ば
れ
て

い
る
。
第
二
回
も
殆
ん
ど
南
蔵
と
そ
の
時
を
同
じ
く
し
て
開
版
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

北
蔵
。
こ
の
名
称
の
由
来
は
、
南
蔵
に
対
し
て
、
そ
の
板
木
を
北
京
城
内
に
蔵
す

る
故
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
蔵
の
誤
り
を
訂
正
し
、
そ
の
欠
を
補
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
版
さ
れ
た
の
で
、

南
蔵
に
比
し
て
、

や
や

完
備

し
て
い
る
。

万
暦
年
間

(
一
五
七
三
-

一
六

一
九
)
に
至

っ
て
、
密
蔵
禅
師

の
発
願
に
よ

っ
て
方
冊
の
大

蔵
経
を
刻
印
し
、
南
北
両
蔵
所
収
外

の

"
大
明
続
入
蔵
経
"
と
し
て
刊
行
し
た
。

明
代
第
三
回
目
の
開
版
大
蔵
経
は
武
林

(浙
江
省
)
に
お
い
で
開
版
さ
れ
た
武
林

蔵
。
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
内
容

・
開
版
年
次
等
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
般

へ

の
蔵
経
普
及
を
目
的
と
し
て
開
版
さ
れ
た
も

の
。
第
四
回
は
明
末
神
宗
の
万
暦
十

七
年

(
一
五
八
九
)
よ
り
清
初
に
至
る
約
七
〇
余
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
も

の
。
嘉
興
蔵

・
明
版

・
万
暦
版

・
楞
厳
版
等
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
開
版
は
五
台

山
に
お
い
て
始
め
ら
れ
、
の
ち
、
江
南

の
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
で
続
雕
さ
れ
、
さ

ら
に
各
地
で
分
雕
し
て
完
成
し
た
の
ち
、
そ
の
版
木
を
浙
江
省
の
嘉
興
の
楞
厳
寺

に
集

め
て
雕
印
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
代
に
お
け
る
大
蔵
経
の
開
版
事
業
は

上
記
の
ご
と
く
前
後
、
四
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
明
代

の
大
蔵

経
開
版
事
業
に
関
連
し
て
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大
蔵
経
目
録

の
刊

行
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く

"
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
"
の
名
で
知
ら
れ
る
四
巻

本
の
北
蔵
目
録
と
、
同
じ
く

"
大
明
三
蔵
聖
教
南
蔵
目
録
"

一
巻
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
北
蔵
目
録
に
は
、
そ
の
巻
首
に
永
楽
帝
成
祖

の
大
明
太
宗
文
皇
帝
御
製
蔵

(4)
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経
讃
と
題
す
る
永
楽
八
年

(
一
四

一
〇
)

三
月
初
九
日
附
の
讃
文
を
掲
げ
、
唐

・

宋
両
代

の
三
蔵
聖
教
序
を
附
し
、
そ
の
巻
末
に
、
同
じ
永
楽
年
間
の
九
年

(
一
四

一
一
)
閏
十
二
月
附

の
御
製
蔵
経
跋
尾
と
、
万
暦
十
二
年

(
一
五
入
四
)
十

一
月

二
十
目
附

の
御
製
続
入
蔵
経
序
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
続
入
蔵
経
は
前
述

の

ご
と
く
、
明
末

の
万
暦
年
間
、
密
蔵
禅
師

の
発
願
に
よ
り
、
南
北
両
蔵
所
収
外

の

経
論
を
収
め
た
も

の
で
、
わ
が
国
、
黄
檗
宗
の
鉄
眼
が
開
版
し
、
そ
の
板
本
を
宇

治

の
宝
蔵
院
に
蔵
す
る
黄
檗
版
大
蔵
経
は
続
入
を
含
め
た
明
蔵
六
七
七

一
巻

の
飜

刻
で
あ
る
。

以
上
、
宋
元
明
三
代
に
わ
た
る
大
蔵
経

の
雕
版
事
業
を
概
観
し
た
が
、
総
じ
て

云
え
ば
、
こ
の
三
代
に
関
し
て
、
宋
明
両
代
は
大
蔵
経

の
開
版
事
業
が
盛
大
に
行

わ
れ
、
元
代
が
や
や
中
弛
み
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は

明
代
の
大
蔵
経
開
版
事
業
が
宋
代
を
範
と
し
て
そ
の
盛
業
を
見
た
と
も
云
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
漢
民
族

と
し
て
の
衿
持
助
に
よ

っ
て
、

蒙
古
民

族
た
る
元
朝
に
よ
る
中
国
本
土
の
蹂
躪
か
ら
、
そ
の
故
国
を
復
元
し
、
蒙
古
民
族

を
そ
の
故
地
に
追
放
し
た
明
朝
が
、
彼
等

の
誇
る
漢
訳
仏
典

の
集
大
成
と
い
う
形

で
大
蔵
経

の
開
版
事
業
を
大
い
に
行

つ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
ま

た
、
明
朝
初
代

の
皇
帝
た
る
太
祖
洪
武
帝
が
若
年

の
折
、
生
家
の
貧
困
の
故
に
、

村

の
古
寺

(皇
覚
寺
)
に
入
れ
ら
れ
紛
、

紅
巾
軍
の
挙
兵
ま
で
僧
侶
と
し
て
の
生

活
を
送

っ
た
経
験
か
ら
、
仏
教
保
護

の
念
が
篤
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
明
代
歴
帝

は
太
祖

の
こ
の
姿
勢
に
倣
い
、
歴
世
、
崇
仏
を
そ
の
施
政
の
基
本
方
針
と
し
た
こ

と
も
ま
た
、
明
代
大
蔵
経

の
開
版
事
業
を
盛
大
な
ら
し
め
た

一
つ
の
要
因
と
云
え

よ
う
。
さ
ら
に
、
明
代
に
お
け
る
思
想
界
な
い
し
仏
教
界

一
般
の
傾
向

の
な
か
に

大
蔵
経
開
版
事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
明
朝
に
お
け
る
思
想
界

一
般
の
傾
向
が
融
合
統

一
の
方

向
を
打
出
し
、
当
時
の
仏
教
界
も
そ
の
影
響
下
、
諸
宗
統

一
、
諸
宗
融
合
の
傾
向

を
徹
底
し
、
明
末
に
は
禅
と
念
仏
の
雙
修
を
提
唱
し
た
雲
棲
念
仏
の
株
宏
、
華
厳

を
学
び
禅
を
修
し
た
愍
山
大
師
徳
清
、
愍
山
の
孫
弟
子
に
当
る
天
台
の
藕
益
智
旭

な
ど
の
名
僧
が
現
わ
れ
、
独
特
の
統
合
仏
教
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
儒
仏
道

三
教

の
調
和
を
さ
え
説
く
に
至

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
元
代
に
ラ

マ
教
に
よ

っ
て
圧

迫
さ
れ
て
い
た
旧
来
の
各
宗
派
が
復
興
し
、
ラ

マ
教
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
各
宗

派

の
団
結

の
必
要
を
意
識
し
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
も
、
仏

教
界
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
漢
訳
さ
れ
た
経
律
論
三
蔵
の
集
大
成

で
あ
る
大
蔵

経
の
雕
版
と
い
う
事
業
に
自
然
な
形
で
直
結
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

上
述
の
ご
と
く
大
蔵
経
開
版
史
の
上
か
ら
元
代
と
明
代
を
比
較
し
た
場
合
、
元

朝
の
そ
れ
に
は
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て

"
至
元
録
"
の
編
纂
が
唯

一
の
も
の
で

あ
り
、

一
方
、
明
代

の
大
蔵
経
開
版
事
業
は
、
た
と
え
そ
れ
が
宋
代

の
盛
業
を
踏

襲
し
、
も

っ
て
漢
文
化
の
高
揚
を
誇
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た

に
せ
よ
、
南
北
両
蔵
を
は
じ
め
と
し
て
、
見
る
べ
き
も
の
多
か

っ
た
の
は
事
実
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
両
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
渉

の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
広
く
知
ら
れ
る
点
で
は
あ
る
が
、
中
国
本
土
は
も

と
よ
り
、
高
麗

・
日
本
等

の
ア
ジ
ヤ
各
地
に
対
し
、
さ
ら
に
は
遠
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
に
対
し
て
さ
え
武
力
に
よ
る
侵
略
を
行
い
、
世
界
征
覇
を
さ
え
志
向
し
た
元

朝
が
、
隣
接
す
る
小
国
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
そ
の
武
威
に
よ

っ
て
こ

れ
を
脅
か
す
こ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、
専
ら
宗
教
政
策
に
よ
る
懐
柔
と
い
う
方
途
の

み
を
用
い
た
の
で
あ

っ
た
。
特
に
、
ク
ビ
ラ
イ
と
パ
ク
パ
の
交
わ
り
、
そ
れ
に
よ

(5)
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る
元
朝
の
サ
キ
ャ

(ω
9
あ
与
9
)
派
重
用

は
元
朝

の
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
鎮
撫
工

作
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
こ
の
形
態
が
チ
ベ
ッ
ト
と
蒙
古
と
の
提
携
を
深
め
、
や
が

て
は
蒙
古
民
族
の
武
力
が
裏
楯
と
な

っ
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
制

の
成
立
に
大
き
く
与

っ
て
力
が
あ

つ
た
と
い
う
歴
史
的
展
開
を

見
た

の

で

あ
る
の
。

そ
し
て
、
ダ
ラ

イ
ラ
マ
制
を
成
立
せ
し
め
る
上
で
重
要
な
役
割
り
を
果
し
た
と
い
う
点
で
は
、
そ

れ
が
単
に
蒙
古
民
族
の
チ
ベ
ッ
ト
民
族
に
対
す
る
親
睦
と
か
懐
柔
と
か
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
社
会
を
変
革

す
る
と
い
う
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
を
劃
す

る
重
要
な

一
。へ
r
ジ
を
誌
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、

元
朝
お
よ
び
蒙
古
民
族
と
チ
ベ
ッ
ト
と

の
交
流
の
関
係
は
誠
に
深
甚
と
い
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
明
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
流
に
つ
て
は
、
ラ

・マ
僧
の
来
朝
と
、
そ
れ
ら
ラ
マ
僧
に
対

し
て
明
王
室
か
ら
は
国
師
号
を
授
与
す
る

と
か
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
明
朝

へ
の
入
貢
と
か
、
個
々
の
歴
史
的
交
流
は
勿
論
あ

っ

た
が
、
少
な
く
と
も
、
チ
ベ
ッ
ト
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
事
件
は
存

在
し
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
蒙
古
民
族
と
チ
ベ
ッ
ト
民
族
と
の
交
流
の
状
態
は
元

朝

の
滅
亡
後
、
明
朝
治
下
に
ス

っ
て
か
ら
も
変
る
こ
と
な
く
持
続
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
明
朝
に

と

っ
て
決
し
て
望
ま
し
い
筈
は
な

か

っ

た
。
だ
と
す
る
な
ら
、

=
ご
六
七
年
、
元
朝
が
滅
亡
し
、
太
祖
が
即
位
し
て
明
朝

の
治
世
が

始
ま

っ
て
以
来
、

三
百
年

に
近
い
明
朝
治
下
、
漢

・
蒙

・
蔵
三
民
族

の
交
流
は
如
何
な
る
展
開
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
朝
は
如
何
に
そ
の
対
蒙
武

力
政
策
に
手
を
焼

い
た
か
、
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
そ
の
宗
教
政
策
を
展
開

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
進
め
る
こ

と
と
し
よ
う
。

二

明
代
に
お
け
る
漢
蒙
両
民
族
の
交
流

明
朝
と
蒙
古
民
族
の
交
流
の
実
態
は
、

蒙
古
軍
に
よ
る
明
領
域
内

へ
の
侵
入

と
、
そ
れ
に
対
す
る
明
側
の
防
衛

・
追
撃
に
明
け
暮
れ
た
と
い
う

の
が
そ
の
実
情

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
明
朝
歴
代
中
、
蒙
古
と
の
戦
い
の
主
た
る
も
の
を
明
史

の

記
述
中
に
探
り
、
列
挙
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
な
る
。

成
祖
永
楽
帝
代
・
:
・こ
の
帝
は
そ
の
生
涯
を
北
辺
の
守
り
に
捧
げ
た
ご
と
き
観
が

あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
即
位
前
の
燕
王
時
代
、
す
で
に
父
の
洪
武
帝
に
よ

っ
て
兄

の
晋
王
朱
棡
と
共
に
対
蒙
古
防
衛
軍
の
目
付
役
と
さ
れ
、
洪
武
二
十
三
年

(
=
ご

九
〇
)
と
同
二
十
九
年

(
=
二
九
六
)
、
二
度
に
わ
た

っ
て
北
部
辺
境
に
転
戦
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
即
位
後
の
永
楽
八
年

(
一
四

一
〇
)
七
月
、
淇
国
公
邱
福
を

征
虜
大
将
軍
と
し
て
韃
靼

の
可
汗
ブ

ン
ガ

シ
リ

(O
}』巴

↓
Φ
日
肓
"
本
雅
朱
里
、

=
二
七
九
-

一
四

一
〇
)
を
討
せ
た
が
、
邱
福
は
敗
れ
、
翌
八
月
に
は
戦
死
し
た

の
で
、
翌
年
二
月
、
北
征

の
詔
を
天
下
に
下
し
て
親
征
、
ブ
ン
ガ
シ
リ
を
幹
(斡
)

難
河
に
大
敗
せ
し
め
た
。
こ
れ
を
第

一
次
北
征
と
し
、
以
降
、
永
楽
二
十
二
年

(
一

四
二
四
)
ま
で
五
回
に
わ
た
る
親
征
を
行

っ
た
が
、
最
後

の
第
五
次
親
征
に
お
い

て
は
東
蒙
古
韃
靼
部
の
大
酋
長
ア
ル
ク
タ
イ

(諺
饕
郎
辞

阿
魯
台
、
1

一
四
三

四
)
の
乱
に
当

っ
て
、
正
月
、
群
臣
と

協
議
し
て

北
征
の
詔
を
発
し
、

三
月
、

親
征
、
こ
れ
を
討
伐

し
た
が
、
帰
途
、
楡
木
川

の
畔
で
六
十
有
五
歳
で
崩
じ
た
の

で
あ

っ
た
。
明
朝
歴
帝
中
、
北
辺
親
征
中
に
病
死
し
た
の
は
か
れ
が
唯

一
人
で
あ

っ
た
が
、
帝
が
そ
の
生
涯
を
北
辺
鎮
撫
に
捧
げ
た
の
は
、
草
創
期
に
お
け
る
明
朝

に
と

っ
て
大
い
な
る
災
い
と
も
い
う
べ
き
蒙
古
民
族

の
乱
を
平
定
し
て
、
彼
等

の

故
地
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
こ
そ
、
明
朝
万
年
の
太
平
を
齎
す
所
以
で
あ

っ
た
か

(6)



ら
で
あ
ろ
う

(巻
五

・
本
紀
第
五
-
巻
七

・
本
紀
第
七
)
。

宣
宗
宣
徳
帝
代
・
:
・先
帝
成
祖

の
時
代
に
引
続
き
、
韃
靼
部

の
ア
ル
ク
タ
イ
な
ら

び
に
オ
イ
ラ
ー
ト

(9
蟲
計

屍
刺
)
部

の
長
、
ト
ゴ
ン

(↓
o
σq
ゲ
o
P

脱
歓
、
1

一
四
三
九
)
等

の
侵
入
に
手
を
焼

い
た
が
、
宣
徳
五
年

(
一
四
三
〇
)
四
月
に
は

長
城
内

の
独
山
団
山
城
堡
を
築

い
て
、
開
平
衞
を
移
し
、
蒙
古
民
族
の
侵
入
を
防

.
ぐ
た
め
長
城
線

の
確
保
に
つ
と
め
た
の
で
あ

っ
た

(巻
九

・
本
紀
第
九
)
。

英
宗
正
統
帝
代
・:
・英
宗
は
か
の
土
木

の
変
に
お
い
て
遠
征
に
失
敗
、
蒙
古
軍
の

捕
虜
と
な

っ
た
帝
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

オ
イ
ラ
ー
ト
部
の
長
、

エ
セ
ン
(国
ωΦ尸

也
先
、
ー

一
四
五
四
)
が
正
統
十
四
年

(
一
四
四
九
)
七
月
に
冦
し
、
こ
れ
を
親

征
し
た
が
、
入
月
、
土
木
堡
に
お
い
て
オ
イ
ラ
ー
ト
軍
に
敗
れ
、
戦
死
者
十
万
、

鞴

帝
は
北
に
狩
ら
れ
、
弟

の
郎
王
朱
祁
祭

即
位
し
て
景
帝
と
な
り
、
英
宗
を
遙
か

邸

に
尊
し
て
太
上
皇
帝
と
な
し
た
と
明
史
は
誌
し
て
い
る

(巻
十

・
本
紀
第
十
、
英

榊

宗
前
紀
)
。
捕

え
ら
れ
た
英
宗
は
、

亘

、
漠
北
に
伴
わ
れ
た
が
、

翌
年
、

許
さ

明

れ
て
北
京

の
都
に
帰
り
、
南
宮
に
幽
居
し
て
い
た
が
、
景
帝
の
歿
後
、
奪
内
の
変

を
経
て
再
び
即
位
、
天
順
帝
と
な

っ
た

(巻
十

・
本
紀
第
十
)の
。

景
帝
景
泰
帝
代

:
:
兄
帝

の
英
宗
を
捕
虜

と
し
て
、

一
度
は
北
京
を
包
囲
し
た

エ

セ
ン
が
再
び
大
挙
し
て
冦
し
て
来
た
が
こ
れ
を
城
外
で
撃
退
し
、
明
る
年
を
景
泰

元
年

(
一
四
五
〇
)
と
改
元
、
五
月
に
は
オ
イ
ラ
ー
ト
部
が
使
を
送

っ
て
和
を
請

い
来
り
、
こ
こ
に
エ
セ
ン
と
の
和
議
は
成
立
し
、
同
年
入
月
に
は

エ
セ
ン
が
上
皇

を
許
し
て
北
京
に
帰
し
た
の
で
あ

っ
た

(巻
十

一
・
本
紀
第
十

一
)
。

憲
宗
成
化
帝
代
・
:
・景
帝
が
オ
イ
ラ
ー
ト
部

の
エ
セ
ン
と
の
和
議
を
成
立
し
た
の

ち
、
明
代
蒙
古
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
ダ

ヤ
ン

(∪
9
髱
P

達
延
、
1

一
五
三
三
)

が
内
蒙
古
を
統

一
し
た
前
後
、

オ
ル
ド
ス

(O
巳
o
卒

鄂
爾
多
斯

.
河
套
)
地
方

へ
の
侵
入
が
蒙
古
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
以
外
、
蒙
古

の
侵
冦
は
殆
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
オ
ル
ド
ス
方
面
に

=

一〇
〇
華
里
に
わ
た
る
長
城
を
築
い
て
、
北

辺
の
備
え
を
固
め
た

(巻
十
二

・
本
紀
第
十
ニ
ー
巻
十
三

・
本
紀
十
三
)
。

世
宗
嘉
靖
帝
代
・:
・明
朝

の
歴
代
中
、

最
も
外
敵
の
侵
入
に

悩
ん
だ

時
代
で
あ

り
、
北
方
蒙
古
族
は
オ
ル
ド

ス
、
陰
山
地
方
の
ア
ル
タ
ン

(≧

鼠
P

阿
勒
坦

・

俺
答

・
吉
嚢
、

一
五
〇
七
i
入
二
)
が
、
嘉
靖
十

一
年

(
一
五
三
二
)
以
降
、
年

中
行
事

の
よ
う
に
宣
府

・
大
同

・
楡
林
地
方
か
ら
侵
入
し
た
。
特
に
嘉
靖
二
十
九

年

(
一
五
五
〇
)
八
月
、

ア
ル
タ
ン
が
長
城
を
越
え
て
大
挙
し
て
侵
入
し
、

一
時

は
北
京
を
包
囲
さ
れ
、
京
師
は
戒
厳
状
態
に
陥

っ
た

(巻
十
七

・
本
紀
第
十
七
-

巻
十
入

・
本
紀
第
十
入
)
①
。

右

の
ご
と
く
、
明
史

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
明
朝
初
祖
太
祖
か
ら
李
自
成
に
よ

っ

て
北
京
が
陥
ち
、
毅
宗

の
自
殺
で
明
朝
が
滅
亡
す
る
ま
で
十
七
代
の
歴
帝
中
、
七

帝
が
蒙
古
と
こ
と
を
構
え
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
明
朝
に
限
ら

ず
、
中
国
歴
代

の
王
室

の
最
大
関
心
事
は
北
辺
の
鎮
撫
で
あ
る
こ
と
、
宿
命
と
も

い
う
べ
き
も

の
が
あ

っ
た
が
、
特
に
、
明
朝
の
場
合
、
蒙
古
民
族

の
冊
立
し
た
元

朝
を
そ
の
北
境
の
故
地
に
追
放
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
ら
の
建
国
を
な
し
遂
げ

得
た
だ
け
に
、
特
に
蒙
古
民
族
を
彼
等
の
故
地
に
閉
塞
せ
し
む
る
こ
と
が
、
明
朝

万
代
の
安
泰
を
獲
得
す
る
所
以
で
あ

っ
た
。
逆
に
、
蒙
古
民
族
に
と

っ
て
は
、
漢

土
を
奪
還
す
る
こ
と
は
彼
等
に
と

っ
て
復
讐

で
も
あ
り
、
大
元
帝
国
再
建

の
夢
に

連
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
明
代

の
漢
民
族
と
蒙
古
民
族

の
交
流
と

い
え
ば
、
上
述
の
ご
と
く
、
侵
入
と
こ
れ
に
対
す
る
防
衛

・
反
撃
と
い
う
闘
争
の

繰
返
え
し
以
外
の
何
物
で
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(7)
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三

明
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
流

第

三
代

ダ

ラ
イ

、

ソ
ー

ナ

ム
ギ

ャ

ム

ッ

オ

(切
8
鎚
・霽

日
・゚
肖
σq
嵩

・B
富
げ
。
》

一

五

四

三
-

入

八

)
が

蒙

古

王

ア

ル
タ

ン

(
〉
=

ゲ
㊤
早

αq
Φ
・αq
①
口
"

一
五
〇

七
-

八

三
)

か

ら

タ

ー

ラ

イ

ラ

マ

(↓
包
p
ぼ
-匡
甲
日
鈩

徳

、

海

の
ご

と

く

広

き

上

人

)

の
尊

称

を

受

け

た

の
は

十

六
世

紀

末

で
、

明

の
世

宗

か
ら

神

宗

の
治

下

で
あ

っ
た

。

五

代

ダ

ラ

イ

、

ロ
サ

ン
ギ

ャ

ム

ツ

ォ

(Z
譴

乱
び
巴

国

○
ポ
N
巴

宀
αQ
団
㌣
目
富
げ
P

一

六

一
七
-

入

二

)
が

同

じ

く
蒙

古

の
グ

シ
汗

(○
午
玲
同・σq
Φ
・σq
Φ
P

固

始

、

一
五

八

二
ー

一
六
五

六

)

か

ら

チ

ベ

ッ
ト
衛

蔵

に

お

け

る
宗

主

権

を

贈

ら

れ
、

ダ

ラ

イ
が

名

実

共

に
法

王

即

国

王

と

な

っ
た

の
が
南

明

の
神

宗

か

ら
南

明

末

の
永

明

王

の
治

下

で
あ

っ
た
の
。

こ

の

よ
う

な

交
流

は

明
朝

に

と

っ
て
決

し

て
望

ま

し

い
も

の
で

あ

る
筈

は
な

か

っ
た

。

そ

こ

で
、
蒙

古

民
族

の
チ

ベ

ッ
ト

に
対

す

る

こ

の
よ
う

な

働

き

掛

け

に
対

抗

す

る
た

め

に
、

明
朝

は

チ

ベ

ッ
ト

に
対

し

て

ど

の
よ
う

な

政

策

を

取

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
、

明

朝

に
よ

る
ラ

マ
教

政

策

の
実

態

は
如

何

な

る
も

の

で

あ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。

前

述

の
ご

と

く

、

元
蔵

の
関

係

に

比

し

て
明

と

チ

ベ

ッ
ト

と

の
稀

薄

な

交

流

の
な

か

か

ら

、

二

三

の
史

実

に

つ

い
て

そ

の
実

態

と
明

朝

の
意

図

す

る

と

こ

ろ
を

明

ら

か

に

し
よ

う

。

明

朝

治

下

、

チ

ベ

ッ
ト
仏

教

史

の
上

で
劃
期

的

出
来

事

は

い
う

ま

で
も

な

く

、

ツ

ォ

ン

カ
バ

(しd
冨
9

・窪

9
も
p

一
三

五

七
-

一
四

一
九
)

の
出

現

と

彼

に

よ

る

仏

教

改

革

、

そ

し

て
新

教

ゲ

ル

ク
パ

(U
αq
o
・宣
αq
ω
も
9
)

の

出

現

で
あ

っ
た

。

明

朝

と

し

て

は
当

然

、

こ

の
時
代

に
お

け

る
チ

ベ

ッ
ト
仏

教

の
代

表

者

と

し

て

ツ

ォ

ン
カ

バ
を

明

朝

に
招

き

、

こ
れ

と

接

触

し

よ
う

と

し

た

が

、

こ
れ
が

果

さ

れ
ず

、

弟

子

の
ジ

ャ

ム
チ

ェ
ン

(しd
醤

日
・゚
-魯

8

6
ゲ
。
°。
・ユ
Φ
"

コ

ニ
五

四

-

一
四

三
五

)

を
永
楽
帝
が
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
間

の
事
情
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
永
楽
帝

の
ツ

オ
ン
カ
バ
に
対
す
る
招
請
、
こ
れ
に

対
す
る
ツ
ォ
ン
カ
バ
の
辞
退
、
そ
し
て
彼

の
代
理
と
し
て
の
ジ

ャ
ム
チ

ェ
ン
の
明

へ
の
入
府
等
に
つ
い
て
は

"
明
史
"
・
"
明
実
録
"
等
の
中
国
側
の
資
料
に
お
い

て
は
触
れ
ず
、
た
だ
、
"
明
実
録
巻
之
九
十
六
"
の
太
宗
実
録
中
の
永
楽
十
三
年

へ

(
一
四

一
五
)

の
項

に
、

釈

迦

也

失

(切
鴇

日
・゚6
ゲ
窪

。
ゲ
o
°・宀
Uo

ω
似
ξ

?
唄
Φ
繪
)

に
対

し
、

夏

四

月

庚
午

、
国

師

号

を

賜

わ

っ
た

こ
と

、
同

十

四
年

五
月

辛

丑
、

釈

迦

也

失

の
辞

帰

に
当

り

、
御

製

の
賛

・
仏

像

・
経

典

・
法

器

・
衣

服

・
金

銀

を

賜

わ

っ
た

こ

と
等

が

記

さ

れ

て

い

る
。

ジ

ャ

ム
チ

ェ
ン

の
入

明

に

つ

い
て
詳

し

い

の

は
ジ

グ

メ

(出
U
薗
。・
白

①
像

蠧

匿
白

匪

僧
貫

十

八
世

紀

末

-

十

九
世

紀

)

の

"
蒙

古

仏

教

史

"

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

、

永

楽

帝

は
有

雪
国

チ

ベ

ッ
ト

か

ら
依

処

と

な

る

べ
き

僧

を

招

こ
う

と
思

い
立

ち
、

主

宝

者

ツ

ォ

ン

カ
バ

の
美

名

を
聞

い

て
、

四

人

の
大

臣

を

使

者

と

し

て
送

っ
た
。

使

者

は

ツ

ォ

ン
カ

バ

に
逢

い
永

楽

帝

の
意

向

を

伝

え

、

布

施

の
品

々
を

贈

っ
た

が

、

ツ

ォ

ン
カ

.ハ
自

身

は

「こ
Φ
目畧

・感

山
お

髱

-8

σq
-什q
℃
冨

び
ω
出
㊤

α
αq
9
σq
-び
饗

6
ゲ
①

。・匡

ミ

鉱
αq
o
。。
も
甲

o
ゲ
q
昌
-び
蝉
窪

宀
αq
団
午
白
訂
ず
9
昌

山
巴

-ぴ
。
窃

αQ
饕

器

蠧

。゚

日
陣自
び
団
8

も
母

匪

9
αQ
古
鍬
ミ

尊
者

自

身

が

中

国

に
行

く

な

ら

ば

、

妨

げ

と

な

る

こ
と

の
み

多

く

、

必
然

性

少

な

き

理

由

あ

る
を

さ

ま

ざ

ま

に
説

き

て
、

行

か

ざ

る

こ
と

に
決

せ

り

と

云
え

り

。」

と

あ

る
。

そ

こ

で
、

使

者

達

は

ツ

ォ

ン

カ
バ

が

来

る

こ
と

不

可

能

な

ら

ば

、

彼

に

匹
敵

す

る
弟

子

を
送

る

こ

と
を

乞

い
、

こ

こ

に

チ

ュ
ジ

ェ
の
入

明

が

実

現

し
た

の

で

あ

っ
た

。

な

お
、
"
蒙

古

仏
教

史

"
に

は

チ

ュ
ジ

ェ

入

明
前

後

の
様

相

、

永

楽

帝

と

の
会

見

の
模

様

、

チ

ュ
ジ

ェ
に

よ

る
説

話

的

奇

瑞

等

を

記

し
、

さ

ら

に
帰

国

(g)

 

〔



厂

明代中国仏教考

後
、
セ
ラ
に
大
乗
院

(臼
冨
αq
-9
Φ昌
・αq臣

)
を
ツ
ォ
ン
カ
バ
の
命
に
よ

っ
て
建
立

し
、
そ
の
後
、
永
楽

の
招
き
に
よ
り
再
度

入
明
し
た
が
、
永
楽
帝
は
薨
じ
、
次
め

宣
徳
帝
に
よ

っ
て
、
前
帝
同
様
恭
敬
を
受

け
た
と
述
べ
て
い
る

(橋
本
光
宝
校
訂

本

一
七
三
頁
-

一
入

一
頁
)
。

右

の

"
蒙
古
仏
教
史
"
の
記
述
中
、
問
題
と
な
る
点
は
ツ
ォ
ン
カ
バ
が
永
楽
帝

の
招
聘
を
辞
退
し
た
理
由
で
あ
る
が
、

右
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

司
σq
9αq
・び
嵩

(妨
げ
を
な
す
こ
と
)
大
で
あ
り
、
し
か
も
、
鮎
αq
。°・も
㊤

(必
要
性
)
少
な
く
」
と

云

っ
て
い
る
が
、
こ
の
妨
げ

の
実
態
と
し
て
、
当
時
の
漢
蒙
蔵
三
民
族
の
関
係
か

ら
当
然
、
蒙
古
に
対
す
る
配
慮
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ツ
ォ
ン
カ
バ
が
こ

の
時
、
明
朝
の
招
き
に
応
じ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
や
が
て
は
彼
の
流
れ
を
汲
む
ゲ

ル
ク
パ
が
蒙
古
の
軍
事
力
を
裏
楯
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
各
派
中

の
正
統
派
と
し

て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
擁
し
、
全
チ
ベ
ッ
ト

に
君
臨
し
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
よ
う
な
蒙
古
民
族
な
い
し
蒙
古
の
軍
事
力
に
対
す
る
配
慮
は
、
十
四
世
紀
か

ら
十
五
世
紀
に
掛
け
て
の
チ
ベ
ッ
ト
国
内
に
お
け
る
仏
教

々
団
各
派
と
各
民
族
と

の
相
互
関
係

ラ
ン
ダ

ル
マ

(○
国
苧
紆
H-日
鈩

九
世
紀
末
)
の
破
仏
以
後
、

統

一
王
朝
を
失

っ
た
い
わ
ゆ
る
後
伝
仏
教
時
代

の
チ
ベ
ッ
ト
に
あ

っ
て
は
、
各
教

団
は
各
有
力
氏
族
を
外
護
者
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
教
勢
拡
張
を
計
り
、

各
氏
族
も
ま
た
、
有
力
教
団

の
外
護
者
た
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
宗
教
的
権
威

を
利
用
し
て
自
族

の
勢
力
拡
大
に
つ
と
め
る
と
い
う
i

蒙
古
王
ア
ル
タ
ン
と
結

び

つ

い
た
ゲ

ル
ク

パ

の

前

身

と

も

い
う

べ
き

カ

ー
ダ

ム
パ

(切
閃
鋤
7
αq
住
9
B
も
餌
)

と
ド

ム

(匡
町
o
旨
)

氏

お

よ
び

マ
ル

(ζ

贄
)
氏

、

十

三

世

紀

に
入

っ
て
は

パ

ク

パ

(℃
訂

σq
。・も
餌
)

を

仲

介

と

し

て
蒙

古

と
結

ん

だ

サ

キ

ャ
パ

(ω
㌣
・゚ξ

卑
冨

)
と

コ
ン

(出
犀
ゲ
o
口
)
氏

と

の
結

び

つ
き

等

の
ご

と

く

、

後

伝

仏

教

に
お

け

る
諸

教

団

は
強
力
な
武
力
的
後
楯
な
し
に
は
そ
の
教
勢
を
拡
げ
る
こ
と
が
不
可
能
な
情
勢
に

あ

っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
な
か
で
、
各
教
団
が
裏
楯
と
し
て
求
め

た
武
力
は
国
内
の
各
豪
族
な
い
し
蒙
古
民
族

の
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
四
世

紀
の
中
葉
、
元
朝
が
滅
亡
し
た
直
後
は
、
特
に
漢
民
族
に
よ

っ
て
新
に
冊
立
さ
れ

た
明
朝
の
圧
迫
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
蒙
古
民
族
と
の
連
携
を
求
め

た
の
で
あ

っ
た
紛
。

こ
の
よ
う
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
界
、
と
い
う
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
社

会
の
複
雑
な
情
勢
が
、

ツ
ォ
ン
カ
バ
を
し
て
、

明
朝
永
楽
帝
の
招
き
に
対
し
て

「妨
げ
多
く
、
必
要
性
少
な
し
」
と
こ
れ
を
拒
否
し
、

そ
の
弟
子
チ

ュ
ジ

ェ
を
代

理
と
し
て
送

っ
た
真
因
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

チ

ュ
ジ

ェ
と
同
様
に
明
朝
永
楽
帝

の
招
き
に
応
じ
て
入
明
し
、
永
楽
帝
の
帰
依

を
受
け
た
も
う

一
人
の
僧
に
、

カ
ル
マ
パ

(囚
舘
日
㌣
窟
)
の
第
五
代
デ
シ
ン
シ

ェ
パ

(U
Φ
・ぴ
ωぼ
漸
σq
。・①
σq
。・・窟

甲
口
9
目巨

鈩

哈
立
麻
、

コ
ニ
八
四
-

一
四

一
五
)

が
居
た
。
中
国
側
の
資
料
で
あ
る
明
実
録
に
記
載
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
哈

立
麻
に
関
す
る
記
述
は
、
太
宗
文
皇
帝
実
録
中

の
巻
之
十
六
、
永
楽
元
年

(
一
四

〇
三
)
か
ら
始
ま
り
、、
永
楽
十

一
年

(
一
四

=
二
)
ま
で
に
お
よ
び
、
そ
の
後
、

十
三
年
以
降
は
哈
立
麻
に
代

っ
て
前
述
の
チ

ュ
ジ

ェ
釈
迦
也
失
が
現
わ
れ
て
来
る

の
で
あ
る
。
永
楽
元
年
二
月
乙
丑
の
項
に

「遣
二司
礼
監
侯
顕
齎
書
幣
一
往
二
烏
思
蔵
↓

徴
二尚
師
哈
立
麻
幻

蓋
上
在
二

藩
邸
一時
、
素
聞
二其
道
行
卓
異
嶋
遣
レ人
徴
レ之
。」

と
あ
り
、
永
楽
帝
は
哈
立
麻
の
僧
と
し
て
の
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
早

く
か
ら
こ
れ
を

招
か
ん
と
し
た
こ
と
が

誌
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
永
楽
四
年

(
一
四
〇
六
)
二
月
、
哈
立
麻

の
方
か
ら
、

仏
像
等
を
献
ず
る
こ
と
が
あ

っ
て
、

同
年
十
二
月
、
再
び
迎
使
を
派
遣
す
る
こ
と
あ
り
、
十
二
月
巳
酉
、

9)
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「尚
師
哈
立
麻
至
レ京
入
見
こ上
干
奉
天
殿
一。」

と
、
こ
こ
に
哈
立
麻
の
入
明
が
実
現
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
永
楽
帝
よ
り

さ
ま
ざ
ま
の
布
施
を
賜
わ
り
、
如
来
大
宝
法
王
の
称
号
を
贈
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し

て
哈
立
麻
か
ら
法
施
と
し
て
、
永
楽
五
年

(
一
四
〇
七
)
二
月
、
霊
谷
寺
に
お
い

て
普
度
大
齎
を
建
て
、
同
年
秋
七
月
、
由
西
五
台
に
お
い
て
同
じ
く
大
齎
を
行
う

等
の
こ
と
が
あ
り
、
永
楽
六
年

(
一
四
〇
八
)
夏
四
月
、
辞
帰
に
当

っ
て
は
、
白

金

・
綏
幣

・
仏
像
等
の
物
を

贈
り
、
中
官
に
よ

っ
て
護
送
さ
れ
た
と
記
し
て
い

る
。
さ
ら
に
帰
蔵
の
翌
年
二
月
、
翌
々
年

の
春
正
月
、
同
十
年

(
一
四

=

一)
五

月
に
は
そ
の
徒
、
輟
蔵
等
を
送

っ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
鈔
幣

・
衣
服
等
を
賜

わ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(田
村
実
造

・
佐
藤
長
編
明
代
西
蔵
資
料
、
明
実

録
抄
四
入
頁
ー
六
二
頁
)
。
"蒙
古
仏
教
史
"
に
も
哈
立
麻
が
永
楽
帝
に
招
か
れ
て

入
明
し
た
事
実
は
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
信
仰
的
讃
辞
に
終

っ
て
い
る

(上
掲
橋
本
本

一
五
六
頁
-

一
五
七
頁
)
。

永
楽
帝
と
哈
立
麻
の
接
近
は
、
そ
の
実
態
は
別
と
し
て
、
周
知
の
事
実
で
あ
る

が
、
そ
の
接
触
の
遠
因
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
当
時

の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
各
教

団
内
に
お
け
る
カ
ル
マ
パ
の
位
置
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
哈
立
麻
が
所
属
す
る
カ
ル
マ
パ
は
元
代
、
サ
キ
ャ
パ
と
ク
ビ
ラ
イ
の
寵
を
競

い
、
サ
キ
ャ
パ
に
破
れ
の
、
ま
た
、

ゲ

ル
ク
パ
と
も
蒙
古
の
軍
事
力
を
裏
楯
と
し

て
そ
の
勢
力
を
競
い
合

っ
た
が
、
結
局
、
か
の
ダ
ラ
イ
の
制
は
ゲ
ル
ク
パ
の
も
の

と
さ
れ
た
と
い
う
因
縁
を
持

つ
教
団
で
あ

っ
た
ゆ
。

す
な
わ
ち
、
蒙
古
に
接
近
し

よ
う
と
し
な
が
ら
も
意

の
如
く
そ
れ
を
果
し
得
な
か

っ
た
カ
ル
マ
パ
の
哈
立
麻
を

永
楽
帝
は
尊
重
し
、
哈
立
麻

の
側
か
ら
も
積
極
的
に
明
朝
に
近
づ
こ
う
と
し
た
点

に
、
当
時
に
お
け
る
漢
蒙
蔵
三
民
族

の
、
と
い
う
よ
り
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す

る
漢
蒙
両
者
の
交
流
の
機
微
を
探
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
明
朝
に
よ
っ
て
執
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
八
大
教
王
の
制

で
あ
る
が
、
こ
の
制

度
は

一
般
に
は
明
朝
が
前
代
の
元
と
サ
キ
ャ
パ
の
結
び
つ
き
に
よ
る
サ
キ
ャ
パ
の

勢
力
集
中
を
排
除
す
る
た
め
の
分
割
的
支
配
体
制
樹
立
の
現
れ
と
さ
れ
て
い
る
。

明
朝
の
主
た
る
意
途
が
そ
こ
に
あ

っ
た
と
し
て
も
、

一
面
に
お
い
て
は
、
チ
ベ
ッ

ト
国
内
に
お
い
て
、
サ
キ
ャ
パ
の
ご
と
く
他
に
比
し
て
卓
越
し
た
勢
力
を
有
す
る

教
団
が
出
現
す
る
こ
と
は
明
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
上
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
他
面
、
特
に
そ
の
サ
キ
ャ
パ
が
蒙
古
と
の
接
触
緊
密
な
る

に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
分
断
す
る
た
め
に
、
従
来

の
サ
キ
ャ
パ

一
辺
倒
を
排
す
る

こ
と
は
明
朝
に
と

つ
て
重
要
な
施
策

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
チ
ベ
ッ
ト
国

内
に
お
い
て
は
、
十
四
世
紀
に
入
り
、
パ
グ

モ
ド
ゥ
パ

(勺
討
σq
°。白

o
-σq饕
も
9
)

の
チ
ャ
ン
チ
ュ
ブ
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

(bd
団
⇔
け
6
げ
信
ぴ
肖
σq
団
巴
・旨
冨
ゲ
QP

一
三
〇
二
i
七

三
)
が
現
わ
れ
た
頃
か
ら
次
第
に
、
従
来

の
サ
キ
ャ
パ
の
優
勢
に
代

っ
て
、
パ
グ

モ
ド
ゥ
パ
の
擡
頭
が
始
ま
り
、
明
朝
成
祖
永
楽
帝
は
こ
の
派
と
の
接
触
を
計

っ
た

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
明
朝
と
パ
グ

モ
ド

ゥ
パ
と
の
接
近
が
、
か

っ
て
元
と
サ

キ
ャ
パ
と
の
接
触
に
よ

っ
て
サ
キ
ャ
王
朝

の
出
現
を
招
来
し
た
の
と
同
じ
轍
を
踏

む
こ
と
を
恐
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
国
内

の
各
宗
派

・
氏
族
は
競

っ
て
明
と
の
接
近
を
計

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
か
く
て
、
入
大
教
王
制
も
明

の
蒙
古
チ
ベ
ッ
ト
の
接
触
に
対

す
る
阻
害

の
意
図
と
、
チ
ベ
ッ
ト
国
内
に
お
け
る
各
宗
団

の
勢
力
争
い
の
所
産
と

し
て
生
れ
た
も
の
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

本
稿
は
明
代
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト

大
蔵
経
、

永
楽

・
万
暦
両
版

の
開
版
に
つ

(10)
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い
て
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
云

え
ば
、
永
楽
版
が
雕
版
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
永
楽
八
年

(
一
四

一
〇
)
、
万
暦
版
の

開
版
の
年
と
さ
れ
る
万
暦
三
十
年

(
一
六
〇
二
)、

す
な
わ
ち
、
十
五
世
紀
の
初

旬
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
代

は
、
ツ
ォ
ン
カ
バ

の
改
革
直
後
か
ら
、

明
の
末
期
、
満
洲
族

の
清
朝
成
立
の
直
前

ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
国
内

に
あ

っ
て
は
、
各
教
団
溺
よ
り
強
大
な
武
力
を
背
景
と
し
て
、
自
派
の
強
権
拡
張

を
策
し
た
時
期
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
代
相

の
な
か
で
、
ツ
ォ
ン
カ
.ハ
の
流

れ
を
汲
む
ゲ
ル
ク
パ
に
よ
る
法
王
制

の
樹

立
し
た
時
代
で
あ

っ
た
。
法
王
制
の
成

立
は
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
武
士
豪
族

の
支
配
に
代

っ
て
僧
侶
教
団
に
よ
る

社
会
支
配
の
確
立
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
他
面
、

中
国
本
土
に

お

い

て

は
、
元
朝
の
統
治
を
打
破
し
て
明
代
を
作

り
上
げ
た
漢
民
族
が
、

一
面
で
は
元
同

様
に
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
懐
柔

・
統
治
を
継
続
す
る
こ
と
、
他
面
で
は
蒙
古
民
族

に
よ
る
北
辺
の
侵
害
を
防
備
す
る
こ
と
に
腐
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
明
朝
が
い
わ
ば
両
面
作
戦
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

こ
の
チ
ベ
ッ
ト
、
蒙
古
両
民
族
が
、
武
力

と
宗
教
と
い
う
、
彼
等
が
持

つ
二
つ
の

カ
を
結
び
合
わ
せ
る
と
い
う
現
実
に
直
面
す
る
時
、
チ
ベ
ッ
ト
を
明
朝
の
側
に
近

づ
け
る
方
法
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
活
用
を
意
図
す
る
こ
と
当
然
の
帰
結
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
現
れ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
い
て
指
導
的

立
場
に
あ
る
ラ

マ
の
招
聘
と
な

っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
明
代
中
国
仏

教
の

一
つ
の
特
色
が
大
蔵
経

の
開
版
事
業

で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
明
朝
が
い
わ

ゆ
る
永
楽
版
等

の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

の
開
版
事
業
を
敢
行
し
た
と
考
え
て
も
、
こ

れ
は
ま
た
、
自
然

の
理
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
永
楽

・
万
暦
両
版
開
版
に
つ

い
て
は
、
そ
の
背
景
か
ら
云
え
ば
、
そ
れ
は
な
る
べ
く
し
て
な

っ
た
当
然

の
結
果

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
背
景
は
背
景
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
お
い
て
、
言
葉
の

厳
密
な
意
味
で
の
大
蔵
経

の
開
版
を
見
た
の
は
十
八
世
紀
の
三
十
年
代
に
お
け
る

デ
ル
ゲ

(ω
紆
鉱
σqΦ
)
・
ナ
ル
タ
ン

(ω
蠧
同・臣
穹
)
両
版
で
あ
り
、

現
存
す
る
チ

ベ

ッ
ト
大
蔵
経
と
し
て
は
、

そ
れ

以
前
に
清
朝
康
煕
帝
治
下
の
康
熙
二
十
二
年

(
一
六
八
三
)
成
立
の
康
熙
版
北
京
大
蔵
経
が
存
在
す
る
功
。
康
煕
版
の
開
版
よ
り

三
百
年
近
く
も
さ
か
上
る
十
五
世
紀
初
旬
に
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
開
版
の
背
景
は

存
在
し
た
と
し
て
も
、
大
蔵
経
開
版
事
業
が
如
何
に
厖
大
な
労
力
と
財
力
を
必
要

と
す
る
か
と
い
う
点
に
お
も
い
を
い
た
す
時
、
明
代
に
お
い
て
果
し
て
真
実
、
永

楽

・
万
暦
両
版

の
開
版
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
康
煕
版
の
チ
ベ
ッ

ト
語
序
文
中

の

「しσ
訂
ヴ
ー言

鬢
居
αq冨

冨
学
団
①ひ

ω冨
苧
び
q
。
甲
ぴ
菩

屮
嘗

穹
虫
。
⇒
9
Φ昌
ら
。

匙カ
ー
ギ

ュ
ル
の
形

で
、
再
び
印
刻
す
る
善
果
た
る
や
、
大
な
る
も
の
あ
る
な

り
。」

と
い
う
言
葉
渉
永
楽
版
や
万
暦
版

の
存
在
を

示
す
も
の
で
あ
る
の
か
、

さ

ら

に

は
、
ジ
グ
メ
の

"
蒙
古
仏
教
吏
"
中
に
、
ジ

ャ
ム
チ

ェ
ン
溺
帰
蔵
後
、
ツ
ォ
ン
カ

バ
の
命
に
よ

っ
て
セ
ラ
の
大
乗
院
を
建
立
し
、
寺
内
に

「自
ら
中
国
よ
り
将
来
せ

る
白
檀
製

の
十
六
羅
像
を
安
置
し
、

菊
σQ楼
9
出
器

び
ω鼠
目
・゚も
鋤
ぼ

び
犀
⇔げ
自
σQ団
霞

渉
9
白
冨
げ
餌鎚
-$
昌
-づ
⇔
匿
ω
ど
o
αq
・

b
9
σq
昌
巴

昌
器
＼

ギ
ャ

(?
)
よ
り
持
ち
来

っ
た
不
可
思
議

の
カ
ン
ギ

ユ
ル
等
の
所
持
せ
る
も

の
を
与
え
・:
・」

(11)
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と

い
う

、

こ

の

「
図
αq
鴇

-蠧

。゚

げ
ω富
B
ω
も
9
斷

ぴ
訂

ゲ
・ゲ
αq
団
霞

」

が

何

を

指

す

の

か

、
幻
σq
髱

は

幻
αQ
鴇

-づ
⇔
σq

(中

国

)

な

の

か

菊
αQ
鴇

-σq
錠

(印

度

)

な

の

か
等

、

永
楽

・
万
暦

両
版

の
開

版

に

つ
い

て

は
、

そ

の
史

実

そ

の
も

の
、

な

い
し

そ

の
開

版

の
経

緯

に

つ

い
て
、

さ

ら

に
詳

し
く

検

討

す

べ
き

多

く

の
問

題

を

含

む

と

云

え

る

の
で

は

な

か

ろ
う

か
。

〔註

〕

①

妻

餌
象

①
犀

に
よ
る
と
、

ご
一二

〇
年
頃

、

bd
訂

廿
亡
αq
団
霞

の
蒙
古
語
訳

が

G。
p
・

°。ξ

卑
窓

の

O
ゲ
o
叩
ξ

憎
廿
o
餌
N夐

に
よ
り

ω
卑
ωξ

9
勺
p
眉
臼
3

の
下

で
至
元
鎌

の
編

纂

に
従
事

し
た
二
十

九
人

の
協
力

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た

と
い
う
が

(い
9
ヨ
巴
のヨ
v
一
五

入
頁
)
、
こ
れ

に

つ
い
て
も

稿
を
改

め
て

明
ら
か
と
し
な
く

て
は
な
ら
な

い

(橋
本
本

旨
σq
°・
白

Φ
斜

一
七
八
頁
参
照
)
。

②

太
祖
が
胡
風

の

一
掃

、
唐
宋

の
伝
統

へ
の

復
帰
を
命

じ
た

の
も
、

そ

の

現
れ

で
あ

ろ
う
。

③

明
史
巻

一
、
本
紀
第

一
、
太
祖

一

「
至
正

四
年

(
一
三
四

四
)
、

早
蝗

大
饑
疫

、
太

祖
年
十

七
、
父
母
兄
相
継
歿
、
貧
不

レ克

レ葬

。

:
:
太
祖
孤
無

昌所
依

↓
乃
入
昌皇
覚
寺

↓

為

レ僧
」
。

④

元
朝

と
チ
ベ

ッ
ト
と
の
関
係

に

つ
い
て
は

本
学
紀
要
十
四
所
収

の

拙
稿
参
照
。

ま

た
、

ダ
ラ
イ
ラ

マ
制

の
成
立
に

つ
い
て
は

"
大
崎
学
報

=

○
号

"
所

収

の
拙
稿
参

照

。

⑤

"
蒙
古
源
流
巻
第

五
"

の
記
述

に
よ
れ
ば

、
也
先
汗

に
捕
え

ら
れ

た
明

の
英
宗

、
冒
腎

αQ
$
一爵
穹

(正
統
汗
)

は

ζ
〇
一〇

(摩
羅
)
な

る
娘
に

よ

っ
て
か
し
つ

か
れ
、

こ
の
摩

羅

に
よ

っ
て

一
子
を
も
う
け

て
い
る
か
ら
、

捕
虜
と

は
い
い
な
が
ら
も
、

全

く

孤
独

な
幽
閉

の
生
活
を
送

っ
た
訳

で
は
な

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

⑥

明
朝
歴
代

の
皇
帝

に

つ
い
て
、

そ

の

生
歿

の
年

・
在
位
年
数

・
若
干

の
行
績
等

に

つ
い
て
は

"
蒙
古
源
流
巻
第

入
"
に

記
さ
れ

て
い
る
が
、

蒙

古
諸
汗
と

の
戦
闘

に

つ

い
て
は
、
英
宗
正
統
汗
が
也
先
汗

に
拉
致
さ

れ
た
こ
と
が

記
さ
れ

る

以
外
、

源
流
に

は
詳
記

さ
れ
て

い
な

い
。

⑦

三
代
ダ

ラ
イ
と

≧

-ひ
鎚

の

交
流
に

つ
い
て
は

"
蒙
古
源
流
巻
第

六
"
の
末
か
ら

巻
第

七
に
、
ま
た
、
五
代
ダ

ラ
イ
と

O
午
瓮

の

交
渉

に

つ
い
て
は

同

じ
く

巻
第

八

に
、
総

じ

て
蒙
古
民
族
と
チ
ベ

ッ
ト
と

の
交
流
に

つ
い
て
は

旨
αq
のーヨ
Φ
似

の

、、
=
自
11

0
げ
o
ω
膏
げ
団
口
昌
、、
に
詳

し

い
。

⑧

八
大
教

王

の
制
度

は
各
教

団
が
明
朝

と

の
結

び

つ
き
を

求

め
た

結
果

、

成
立

し
た

も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
経

緯
に

つ
い
て
は
後

述
す

る
。

⑨

旨
αq
°・ーヨ
①
幽

の

、.
国
自
δ
ゲ
o
°。
古
び
団
q
陣
"、
に
は
忽
必
烈

の
面
前

で

囚
霞
旨
9
ら
⇔
犀
佐

○
ゲ
。
°。爵
覧
・゚
-甑
9。
白

節
が

出
℃
冨

σq
°。
-窟

と
神
通
を
競

っ
て
敗
れ
た
と

い
う

記
載
が
あ

る
。

⑩

囚
胃
日
卑
℃
g。
と

U
αQ
Φ
山
⊆
αq
°・
・窟

の
争

い
に

つ
い
て
は

、.
U
℃
9・αq
-び
芻
ヨ
出
o
午
び
霽
旨
"、

中
に
散

見
出

来
る
。

⑪

本
学
紀
要
第

二
十
五
所
載

の
拙
稿

、

鈴
木
学
術
財
団

"
研
究
年
報

三

・
八

"
所
収

の
羽
田
野
伯

猷
氏

「
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経

縁
起

」
参
照

。

(12j


